
翻
般 !

攣
みんな一生懸命がんばつたネ…。

碗える海と大地・さわやか交流堀l
「あつぱれ若武者」「夢みるアリス」「おも

ちやのチヤチヤチャ」…と次から次へと

遊戯に歌。お父さん ・むBさ んの熱しヽ視

線が身守るなか41月8日 に双葉保育園の
｀
おたのしみ会、が行われました―写真―

た<さ んの人を前に緊張しながらも園

児 |よのびのびと演技。

会場から|よ、思わヴ 「かわしヽしヽ～」と

言う歓声が。
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一

祉
一織
勢
餅
欝
一，一！，８

藤
業
功
労
賞
一ヽ一撫
ヤ

標津 今井 忠 ―さん(70才)

!ⅢⅢ榊|‐          =111■ ■■

忠類 故花田 富 翁さん

標津 森岡  保 さん(70才)

機 轡 響 鎌

茶志骨 ′卜岩 晃 さん(74才 ) 標津 中村 義 一さん(75才)

川,ヒ矢吹 弘 照さん(70才)

一産
業
鋼
一励
欝
鞘
器
，

轟ヽ欝
車柵鞘

葉器

喜
び
の
受
賞

！盤
冊

伊茶仁 昇ミラ本 担『,誤さん(64才)
伊茶仁 伊茶仁老

会
クラ
T様

十
三
個
人

二
団
体
が

平
成
四
年
度
標
津
町
表
彰
式
が
十

一
月
二
十
四
日
午
前
十

一
時
か
ら
標

津
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
標
津
町
の
産
業

・

社
会
福
祉

・
教
育

・
文
化
な
ど
、
各

分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体

に
対
し
、
標
津
町
表
彰
条
例
な
ど
に

基
づ
き
表
彰
状

・
感
謝
状
を
贈
り
、

そ
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

本
年
度
は
、
写
真
の
十
三
個
人

・

二
団
体
に
表
彰
状

・
記
念
品
が
、
三

十
年
間
納
期
内
売
納
者
九
人
と
公
益

の
た
め
多
大
の
寄
付
を
さ
れ
た
二
人

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
こ
の
一
年
間
広
く

標津 遠 藤   稔 さん(54才)



標津 松坂 孝 義さん(58才)
(標津アボロ石油 株式会社勤務 )

忠類 山崎 久 子さん(58才)
(株式会社 笹谷商店勤務 )

忠類 八柳 千 代さん(6 1才)
(株式会社 笹谷商店勤務 )

町

の
内

外

・
各

分

野

で
活

躍

さ

れ

、

国

や

道

な

ど

か

ら

表

彰

さ

れ

た

方

々

も

あ

わ

せ

て
紹

介

さ

れ

ま

し

た

。

写

真

以

外

の
そ

れ

ぞ

れ

の
被

表

彰

者

は

次

の
と

お

り

で
す

。

▼
三
十
年
間
納
期
内
完
納
者
表
彰

猪
股
勝
男
さ
ん
（標
津
）
。
大
田
莞

基
さ
ん
（茶
志
骨
）
・
小
笠
原
勉
さ
ん

（川
北
）
・
亀
田
正
二
さ
ん
含
心類
▼

佐
々
木
信

一
さ
ん
（標
津
）
・
田
中
稔

さ
ん
（川
北
）
・
早
川
永

一
郎
さ
ん

（

川
北
）
・
吉
田
清
さ
ん
（川
北
▼
若
杉

良

一
さ
ん
（茶
志
骨
）

器̈
器
盟
鞭
鞘
紺
播
機
酵

笹

谷

ミ
チ

ヨ
さ
ん

行
心
類
）
・
任
田

益
次
郎
さ
ん

（川
北
）

鶴
題
鎌
議
料
騒
謝
淋
＝
蹟

〈叙
勲
の
部
〉

▼
勲
五
等
端
室
章
　
故
新
山
圭

一
郎

さ
ん
含
心類
）

▼
勲
六
等
単
光
旭
日
章
　
林
勇
さ
ん

（川
北

・
７３
）

▼
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
　
藤
巻
昭

一

さ
ん
（古
多
様

・
６５
）

〈表
彰
の
部
〉

▼
自
治
大
臣
表
彰
　
大
沼
善
雄
さ
ん

（古
多
様

・
７２
）

▼
北
海
道
産
業
貢
献
賞

（北
海
道
知

事
表
彰
）

故
谷
藤
正
さ
ん

（標

津
▼
吉
田
昇
さ
ん
（古
多
様
・６７
▼

標
津
漁
業
協
同
組
合
様

▼
北
海
道
知
事
表
彰
（永
年
勤
続
）

藤
巻
昭

一
さ
ん
（古
多
様

・
６５
）
・

須
田
幸

一
さ
ん
（古
多
様

・
６３
）
・

音
川
忠
男
さ
ん
（標
津

・
５７
）
。
久

保
回
秀
男
さ
ん
（古
多
様

・
５７
）
・

金
田

一
勇
吉
さ
ん
（標
津

・
５５
）
・

小
林
俵
内
さ
ん
（古
多
様

・
５２
）

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（精
績
章
）

水
日
米
作
さ
ん
（標
津

・
５９
）

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（勤
続
章
）

音
川
忠
男
さ
ん
（標
津

・
５７
）
・
金

田

一
勇
吉
さ
ん
（標
津

・
５５
）

〈感
謝
状
の
部
〉

▼
北
海
道
公
民
館
協
会
長
感
謝
状

陶
山
保
さ
ん
行
い類
・
６５
）

▼
北
海
道
知
事
感
謝
状
　
一品
橋
辰
男

さ
ん
（束
茶
志
骨

。
６６
）

〈賞
の
部
〉

▼
北
海
道
美
術
協
会
展

（道
展
）
佳

作
賞
　
長
谷
川
雅
章
さ
ん
（標
津
・

３８
）

▼
全
国
森
林
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地

域
美
化
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

北
標
津
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
様

以
上
の
ほ
か
に
も
各
種
表
彰
を
受

け
た
方
が
数
多
く
お
り
ま
す
が
、
代

表
的
な
方
々
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

標津 森井 英 男さん(57才)
(標津林産工業協同組合勤務)

標津 登    幸 雄 さん(58才)
(阿寒バス株式会社勤務)

鵬
欝
静
緊
藝
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特月J 養護老 人ホー ム

ほ
ぼ
外
観
を
現
わ
し
た
「
標
津
は
ま
な
す
苑
」

ず
」 鋼̈
一
襲i用

内

前
回
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
利
用
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
し

た
が
、
今
月
号
で
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
、
デ

イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

ご
案
内
を
し
ま
す
。

デ
イ
・サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
と
は
…

在
宅
の
お
年
寄
り
で
、
病
気
が
ち

の
方
や
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
に
通
所
し
て
も
ら
い

日
常
生
活
動
作
の
訓
練
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
入
浴

・
食
事
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

革
イ
ス
で
の

通
所
は
…

通
所
に
は
、
車
イ
ス
で
乗
降
す
る

こ
と
が
で
き
る
リ
フ
ト
付
バ
ス
で
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
は
、
居
宅
で
ね
た
き
り
状
態
の

方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方
々
、
あ
る

い
は
介
護
サ
、
′
と
習
い
た
い
方
々
を

対
象
に
定
期
的
に

「介
護
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
の
ほ
か
利
用
す
る
方
々
の
生
活
指

導
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
、
広
く
お
年
寄
り
の
方

々
の
健
康
増
進
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

利

用

負

担

金

は

…

給
食
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
に
必

要
な
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。利

用
の
具
体
的
な
こ
と
が
ら
に
つ

き
ま
し
て
は
、
利
用
開
始
前
に
再
度

詳
し
く
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

米
次
回
は
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
」

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

標津はまなす苑の
お問い合せは

町役場内
社会福祉法人

標津福祉会事務局
a2-2134(内 線135)

～お気軽にどうぞ～



今
月
も
質
問
が
来
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
し
ば
ら
く
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
質
問
が
来

ま
し
た
ら
、
ま
た
再
開
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
質
問
の
応
募
方
法
は
九

月
か
ら
十

一
月
の
広
報
を
参
照
し
て

下
さ
い
。

今
月
号
よ
り
「科
学
館
の
魚
た
ち
」

を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

科
学
館
の
魚
た
ち
●

カ
ラ
フ
ト
マ
ス
ー
そ
の
「
―

カ
ラ
フ
ト
マ

ス
は
北
日
本
か

ら
ア
メ
リ
カ
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
ま
で
北
太
平

洋
地
域
に
広
く

分
布
し
て
い
ま

す
。
体
長
は
、

最
大
で
約
七
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
に
な
り

そ

ま
す
。　
　
　
　
　
す

地
方
名
の
セ
ッ
パ
リ
マ
ス
の
と
お

り
雄
は
成
熟
す
る
と
背
が
盛
り
上
が

り
ま
す
。
英
語
名
は
ゃ
さ

憩
き
ミ
キ、

地
ミ
Ｓ
ぎ
き
態
、さ
穏
い
で
す
が
、卜
翌
‐

ぺ
ヽ
ミ
ヽ
態
き
ミ
さ
は
猫
背
の
サ
ケ
と

言
う
意
味
で
す
。

ま
た
、
こ
の
魚
は
サ
ケ
属
の
中
で

最
も
資
源
量
の
多
い
魚
で
す
が
、
油

分
が
多
く
、
塩
蔵
に
し
ず
ら
か
っ
た

事
も
あ
り
商
品
価
値
は
最
も
低
い
位

置
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
よ
く
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る

サ
ケ
の
缶
詰
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の

カ
ラ
フ
ト
マ
ス

が
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
度

ス
ー
パ
ー
で
サ

ケ
缶
を
見
つ
け

ま
し
た
ら
、
ラ

ベ
ル
を
じ

っ
く

り
見
て
下
さ
い
。

き

っ
と
カ
ラ
フ

ト
マ
ス
が
使
わ

れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

次
回
は
こ
の

魚
の
生
態
に
つ

い
て
説
明
し
ま

す
。

サ
ー
モ
ン
科
学
館
で
は
去
る
十

一

月
八
日
に
昨
年
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
通

算
二
十
万
人
目
の
人
館
考
を
迎
え
ま

し
た
。

二
十
万
人
目
に
な
っ
た
人
は
十
勝

管
内
広
尾
町
に
お
住
ま
い
の
主
婦
、

保
志
久
美
子
さ
ん
で
、
サ
ー
モ
ン
科

学
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
、
新
巻
サ
ケ

を
記
念
品
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

保
志
さ
ん
は
、　
一
家
四
人
で
家
族

旅
行
中
に
科
学
館
を
訪
れ
、
突
然
の

こ
と
で
少
々
驚
い
て
い
た
ょ
う
で
す

が
、
「感
激
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

入
館
者
二
十
万
人
突
破

―
サ
ー
モ
ン
科
学
館
―

カラフトマス
銃 οr 駆 ぬ体即〆肱 ご物

PlNK SALMON,HAMP― BACK SALMON

サケの自然産卵シ
ーンに見入つている八館者

―サーモン科学館 ・魚道水槽
―

20万人目となつた保志久美子さん(左)

体館のお知らせ

当館では、12月から1月 まで館内

整備等のため、休館となります。

開館は、来年の 2月 1日からとな

りますので、来館の際はお気を付け

下さい。



ガ
／

♪

く剤神執林様」ヂ々
中人余りが参加した

（
何
月
２
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

町内の各地で文|じ祭
11月の文化祭時期を迎え、本町の各地でさまざまな文化祭行事が行われました。
芸能発表、ダンスパーティー、弁論大会、書道・手芸・写真展などなど…。
大勢の人でにぎわった文化祭。あなたも見に行かれましたか… ?。

酵冒鍮 稜鞠

「カラオケの部」では
自慢ののどを披露民講三味線 「津軽じょんがら節」!五:



▲「ペッタン、ペッタン」と元気に交通安全
防犯子どももあつき大会 (11月3日、川北公民館前)

7

く超ウルトラ・バックシュート?ミニバレーボール大会
(14月3日、上古多糠小中学校体育館)

▲「じようずねェー」と絵画展などを見る小学生
(川北公民館)

く
堂
マ
と
自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
中
学
生
弁
士

（
何
用
６
日
、中
央
公
民
館
）

ア
舛
錫
彬
絡
徐

，

機

】

絡
攀

縁

ジ

繊
儲

シ惣飢

く

霧親宮楊

▲「薬の矢B識」について議演する道消費者協会斎藤尚恵講師。
<ら しの講座 (14月1日、中央公民館)



カロ

町 内 の 産 業 青 年

毎外 研
―「まちづくり研修交流

||:::参

諜 」
~

修

「平
成
四
年
度
標
津
町
ま
ち
づ
く

り
研
修
交
流
事
業
」
と
し
て
今
年
九

月
十
三
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
十

日
間
、
町
内
の
産
業
青
年
の
四
人
が

カ
ナ
ダ
ヘ
飛
び
立
ち
、
海
外
で
の
研

修
や
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
研
修
は
、
十
月
号
で
紹

介
し
た
と
お
り
、
今
年
九
月
十
五
日

本
町
の
サ
ー
モ
ン
科
学
館
と
カ
ナ
ダ

国
の
キ
ャ
ピ
ラ
ノ
ふ
化
場
と
の
姉
妹

館
提
携
の
調
印
式
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

今
回
、
参
加
し
た
の
は
大
西
英
之

さ
ん
（茶
志
骨
・農
業
・２０
才
）、
水
本

勘

一
さ
ん
（川
北
，農
協
職
員
・４７
才
）、

藤
本
靖
さ
ん
（標
津
・大
津
自
動
車
勤

務
・３０
才
）、
吉
田
栄

一
さ
ん
（川
北
・

農
業
・１９
才
）
の
四
人
。

参
加
者
は
、
言
葉
の
壁
は
あ
る
も

の
の
外
国
の
人
々
と
知
り
あ
い
交
流

の
輪
を
広
げ
、
外
国
か
ら
見
た
わ
が

ま
ち
″標
津
〃を
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
に
感
じ
と
り
、
こ
れ
か
ら
の
標
津

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
貴
重
な

体
験
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
”

以
下
参
加
者
を
代
表
し
て
、
藤
本

さ
ん
か
ら
今
回
の
海
外
研
修
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
坑

―

藤

本

靖

さ

ん

―

九
月
十
四
日
、
訪
間
団

一
行
は
成

田
国
際
空
港
十
七
時
四
十
五
分
発
の

ジ
ャ
ン
ボ
機
で
カ
ナ
ダ
国
バ
ン
ク
ー

バ
ー
ヘ
飛
び
立
っ
た
。

八
時
間
も
の
長
い
フ
ラ
イ
ト
を
終

え
、
無
事
バ
ン
ク
ー
バ
ー
国
際
空
港

へ
到
着
。
空
港
へ
到
着
す
る
と
入
国

手
続
場
ま
で
、
大
平
洋
サ
ケ
財
団
の

理
事
の
ジ
ム
・
マ
ー
レ
ー
氏
が
我
々

一
行
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。

（標
津

の
サ
ー
モ
ン
ダ
ー
ビ
ー
の
顧
間
で
も

あ
る
。）

到
着
ロ
ビ
ー
ヘ
出
る
と
、
そ
こ
に

は
昨
年
サ
ー
モ
ン
科
学
館
の
オ
ー
プ

ン
に
来
町
し
た
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ー
ビ

ス
、
デ
ィ
ー
ビ
ッ
ト
・
グ
リ
ッ
グ
ス

の
両
氏
、
さ
ら
に
サ
ケ
増
殖
委
員
会

の
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
氏
、
さ

ら
に
今
回
の
全
行
程
の
通
訳
を
し
て

く
れ
る
金
沢
氏
ら
が
出
迎
え
て
く
れ

て
い
た
。
到
着
ロ
ビ
ー
で
訪
間
団

一

行
の
紹
介
、
及
び
グ
リ
ッ
グ
ス
氏
の

歓
迎
の
挨
拶
の
後
、
大
型
バ
ス
に
乗

り
込
み
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
郊
外
の
缶

詰
工
場
へ
視
察
に
向
か
っ
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
街
は
、
道
路
幅

も
広
く
、
あ
た
り
の
景
色

・
気
候
も

北
海
道
と
そ
う
大
差
は
な
い
の
で
違

和
感
は
全
く
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
無

い
。
標
津
よ
り
も
か
な
り
北
に
位
置

し
て
い
る
が
、
暖
流
が
流
れ
て
い
る

た
め
に
逆
に
標
津
よ
り
も
暖
か
い
ほ

ど
だ
。
通
訳
氏
曰
く

「北
海
道
の
人

は
カ
ナ
ダ
に
来
て
も
感
激
す
る
人
は

い
な
い
」
と
い
う
の
を
肌
で
実
感
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
缶
詰
工
場
内
の

施

設
を
見
学
後
、
担
当
者
と

の
懇
談

を
行

っ
た
。
時
差

ボ

ケ

の
た
め
我

々

の
頭

の
な

か
は
白
紙

に
近

い
状
態

で

あ

っ
た
。

そ

の
後

、
市
内

の
レ
ス
ト

ラ

ン
で
昼
食

の
後

ホ

テ

ル
に
到
着
、

初

日

の
日
程
を
終
了
し
た
。

滞
在

二
日
目
、
今

日
は

い
よ

い
よ

メ
イ

ン
イ

ベ
ン
ト
と
な

る
調
印
式

が

午
後

に
予
定
さ
れ

て

い
る
。
朝
食
後

）

ホ
テ
ル
に
迎
え
に
来
て
く
れ
た
グ
リ

ッ
グ
ス
氏
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
の
案
内

で
市
内
の
ス
タ
ン
レ
ー
公
園
の
中
に

あ
る
水
族
館
を
訪
れ
た
。
こ
の
後
、

少
し
早
い
昼
食
と
な
っ
た
。
レ
ス
ト

ラ
ン
に
は
カ
ナ
ダ
側
の
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
サ
ケ

財
団
の
ジ
ム
・
マ
ー
レ
ー
氏
、
ジ
ョ

ン
・
デ
ィ
ー
ビ
ス
氏
、
キ
ャ
ピ
ラ
ノ

ふ
化
場
の
設
計
主
任
な
ど
と
、
テ
ー

ブ
ル
を
図
む
楽
し
い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
調
印
式
会
場

の
キ
ャ
ピ
ラ
ノ
ふ
化
場
へ
向
か
う
。

こ
の
ふ
化
場
は
、
標
津
の
サ
ー
モ
ン

科
学
館
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
所
で
、

一
年
間
の
見
学
者
数
は
サ
ー
モ
ン
科

学
館
の
数
倍
で
あ
る
。
こ
の
施
設
の

中
の
一
回
に
調
印
式
の
テ
ー
ブ
ル
が

用
意
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
場
所
は
、

一
般
見
学
者
も
調
印
式
の
様
子
が
一

部
始
終
見
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
、

配
慮
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
元
テ
レ
ビ
局
も
取
材
に

き
て
お
り
、
関
心
の
高
さ
を
伺
う
こ

と
が
で
き
た
。

調
印
式
も
無
事
終
了
し
、
キ
ャ
ピ

ラ
ノ
ふ
化
場
の
設
計
者
の
案
内
で
館

内
の
見
学
を
行
っ
た
。　
一
通
り
見
学

を
行
っ
た
後
で
、
事
務
所
の
一
室
で

サ
ケ
財
団
の
ジ
ョ
ン
氏
の
主
催
に
よ

る
簡
単
な
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
待

ジム・マーレーさん(左)とトム・マーレーさん(右)
と記念撮影する藤本さん



さ
れ
、
関
係
者

一
同
で
歓
談
し
、
調

印
式
を
終
え
、
我
々
一
同
は
ホ
テ
ル

全
戻
っ
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
サ
ケ

増
殖
委
員
会

（以
下
「
セ
ッ
プ
」
と
い

う
。）
の
主
催
に
よ
る
デ
ィ
ナ
ー
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。

カ
ナ
ダ
側
の
出
席
者
は
、
セ
ッ
プ

の
主
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
サ
ケ
財
団

の
役
員
ク
ラ
ス
が
出
席
し
、
四
ヶ
所

の
テ
ー
ブ
ル
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
散

し
、
今
後
の
交
流
の
中
身
な
ど
に
つ

い
て
盛
ん
に
意
見
交
換
や
サ
ー
モ
ン

科
学
館
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
な
ど
を
見
な

が
ら
の
楽
し
い
食
事
で
あ
っ
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
日
が
昇
る
の
は

朝
七
時
。
日
が
沈
む
の
は
、
晩
七
時

半
頃
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
に
着
い
て
三

日
目
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
に
滞
在

す
る
最
後
の
日
と
な
る
。
こ
の
日
の

午
前
中
は
、
博
物
館
や
バ
ン
ク
ー
バ

ー
の
下
町
に
あ
る
市
場
等
を
見
学
し

午
後
か
ら
は
各
自
、
自
由
行
動
と
な

っ
た
。
こ
の
日
あ
た
り
は
時
差
な
ど

に
も
な
れ
、
調
印
式
も
終
わ
っ
た
の

で
、
各
自
の
緊
張
も
解
け
、
み
ん
な

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
よ
う
だ
。
自

由
時
間
は
、
各
自
家
族
な
ど
へ
の
お

み
や
げ
捜
し
な
ど
に
追
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。
こ
の
日
の
夕
食
は
、

今
ま
で
の
歓
迎
の
お
礼
も
込
め
、
我

々
が
昨
日
の
メ
ン
バ
ー
を
日
本
食
レ

ジ
　
　
　
ギ

ス
ト
ラ
ン
に
招
待
し
て
の
夕
食
会
と

な
っ
た
。

四
日
目
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
か

ら
キ
ャ
ン
ベ
ル
リ
バ
ー
ヘ
の
移
動
と

な
る
。
ま
だ
暗
い
う
ち
に
起
床
、
午

前
七
時
前
に
朝
食
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

を
持
っ
て
バ
ス
ヘ
乗
り
込
み
、
空
港

へ
向
か
い
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
リ
バ
ー
行

き
の
双
発
プ
ロ
ペ
ラ
機
に
乗
り
込
む
。

操
縦
室
と
客
室
が
つ
な
が
っ
て
お
り

昔
、
中
標
津
～
丘
珠
を
飛
ん
で
い
た

ツ
イ
ン
オ
ッ
タ
ー
機
と
良
く
似
て
い

た
。
乗
客
が
全
員
乗
り
込
み
、
そ
の

後
に
操
縦
士
が
乗
り
込
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
ま
だ
離
陸
し
ょ
う
と
は
し

な
い
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
飛
行

機
の
横
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
横
付

け
さ
れ
た
。
な
ん
と
、
こ
れ
か
ら
燃

料
の
給
油
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

日
本
で
は
余
程
の
こ
と
が
な
い
限
り

考
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

よ
う
や
く
給
油
も
終
わ
り
、
離
陸
し

た
の
は
予
定
時
刻
十
分
ほ
ど
過
ぎ
た

頃
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
リ
バ
ー

ま
で
の
飛
行
時
間
は
四
十
分
だ
。

今
回
の
訪
間
は
、
天
候
に
は
最
高

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
今
日
も
青
空
で

穏
や
か
な
日
だ
。
あ
ま
り
揺
れ
る
こ

と
が
な
く
快
適
な
飛
行
で
、
キ
ャ
ン

ベ
ル
リ
バ
ー
ヘ
到
着
し
た
。
こ
の
キ

ャ
ン
ベ
ル
リ
バ
ー
は
、
石
狩
町
と
姉

妹

友

好

都

市

の
調

印

を

し

て

い
る
。

こ

の
町

は
、

サ

ケ
漁

の
基

地

で
も

あ

る

が
、

サ

ー

モ

ン

フ

ィ

ッ
シ

ン
グ

の

リ

ゾ

ー

ト

と

し

て
、

世

界

的

に
有

名

な

町

で
も

あ

る
。
（標

津

の
サ

ー

モ

ン

ダ
ー

ビ

ー

も

ご

の
町

で
行

わ

れ

た

サ

ー

モ

ン
ダ

ー

ビ

ー

を

モ

デ

ル
と

し

て

い
る
。）
到

着

す

る

と

飛

行

場

に

は

、セ

ッ
プ

の
サ

ン
ダ
ー

コ

ッ
ク
氏
、

ブ
ラ

イ

ア

ン
ト
氏

が
出
迎
え

て
く

れ
た
。

両
氏

は
、

バ

ン
ク
ー

バ
ー
島

に
滞
在

す

る
期
間
中
、
我

々
の
面
倒
を

見

て

く
れ
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。
早
速

バ
ス
に
乗

り
込

み
、
キ

ャ
ン
ベ
ル
リ

バ
ー

の
支
流

に
あ

る
ク

ィ

ン
サ

ム

・

リ

バ
ー

ふ
化
場

へ
見
学

に
訪

れ
た
。

こ
の
時
期
盛

ん

に
湖
上
し

て

い
た

の
は
カ
ラ
フ
ト
′ギ

ス
が
主
で
あ
っ
た
。

緯
度
的
に
は
北
緯
二
十
度
で
あ
り
、

本
来
で
あ
れ
ば
白
サ
ケ
の
湖
上
が
見

ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
担
当
官
の

説
明
に
よ
る
と
今
年
の
湖
上
は
例
年

よ
り
も
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
魚
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え

な
い
た
め
に
、
捕
獲
槽
の
な
か
で
二

酸
化
炭
素
を
吸
わ
せ
て
か
ら
親
魚
の

選
別
な
ど
を
行
う
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
そ
の
後
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
リ

バ
ー
よ
り
二
十
腺
程
南
に
あ
る
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
州

立
大
学
の
実
験
農
場
を
訪
れ
た
。
こ

こ
で
は
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
に
よ
る

乳
牛
飼
育
の
仕
組
み
や
、
大
規
模
な

糞
尿
処
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
見
学
し

た
あ
と
、
今
日
の
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル

ヘ
チ
ェ
ツ
ク
イ
ン
と
な
っ
た
。

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
は
、
自
由
行
動

で
あ
る
。
私
は
、
吉
崎
教
授
と
大
西

君
と
二
人
で
ホ
テ
ル
の
日
前
の
横
橋

か
ら
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
サ
ー

モ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
。

結
局
、
あ
ま
り
釣
け
の
し
な
い
大
西

君
が
三
キ，程
の
銀
鮭
を
釣
り
上
げ
た
。

ま
た
、
あ
る
人
は
先
ほ
ど
の
ふ
化

場
へ
ペ
ア
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ヘ
出
か

け
、
至
近
距
離
で
の
道
遇
を
楽
し
み

（？
）各
自
楽
し
い
自
由
時
間
と
な
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。

翌
日
、
サ
ー
モ
ン
グ
ー
ビ
ー
を
実

際
に
体
験
し
た
後
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

島
を
南
下
し
、
ナ
ナ
イ
モ
市
に
一
泊

後
、
ビ
ク
ト
リ
ア
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州

の
州
都
ビ
ク
ト
リ
ア
に
宿
泊
し
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
を
経
て
、
今
回
の
全
日

程
を
終
え
た
。

▼
感

想

今
回
の
研
修
を
通
し
て
一
番
実
感

し
た
こ
と
は
、
と
に
か
く
カ
ナ
グ
側

の
対
応
と
、
海
外
を
出
て
標
津
を
思

い
起
こ
す
と
言
う
こ
の
二
点
だ
ろ
う
。

今
後
、
標
津
と
カ
ナ
グ
の
交
流
が

続
い
て
い
く
限
り
様
々
な
面
で
彼
ら

の
期
待
を
裏
切
っ
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
し
、
交
流
自
体
が
中
座
し
て
は

だ
め
だ
ろ
う
。
子
供
達
が
交
流
に
参

加
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
交
流
が

永
く
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
。

ま
た
、
生
活
様
式
が
全
て
の
こ
と

が
違
う
海
外
に
一
歩
出
て
、
″標
津
″

を
見
た
と
き
に
感
じ
る
も
の
を
大
事

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、
子
供
達
に
そ
の
こ
と
の
大

事
さ
を
残
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
ろ
う
。

9
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OSO岱 移も腕鷹蕊応轟亜

水揚げされたばかりのホタテを買い求める町民

新
鮮
な
ホ
タ
テ
即
売

「
町

民

の
皆

さ

ん

に
新

鮮

な

地

場

産

の
ホ

タ

テ
を

―

」
と

、
標

津

漁

協

漁

船

漁

業

者

部

会

（上

回

忠

夫

部

会

長

）

は

十

一
月

二
十

日
、

卸

売

市

場

で
町

民

に

ホ

タ

テ

の
即

売

を

行

い
ま

し

た

。

即

売

開

始

と

同

時

に

ホ

タ

テ
を

買

い
求

め

る

町

民

で

い

っ
ぱ

い
に
な

り

用

意

し

て

い
た

十

ト
ン
の
ホ

タ

テ
も

一

時

間

ほ

ど

で
完

売

。

急

き

ょ
追

加

す

る

ほ

ど

の
人

気

で
し

た

。

ホ
タ
テ
漁
は
好
調
な
水
揚
げ
が
続

い
て
い
る
が
、
価
格
は
昨
年
の
約
半

値
と
低
逃
。
こ
の
日
の
即
売
価
格
は

五
キ。
で
ほ
ぼ
浜
値
の
七
百
二
十
円
と

格
安
。

上
田
部
会
長
は
「町
民
に
喜
ん
で
も

ら
え
て
う
れ
し
い
。
≡」
れ
か
ら
も
生
産

者
と
し
て
努
力
し
ま
す
」
と
、話
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
ど
こ
の
家

庭
で
も
ホ
タ
テ
料
理
だ
っ
た
の
で
は
…
。

く
真
険
な
表
情
で
土
器
の
型
づ
く
り

く
仕
上
げ
の
土
器
焼
き

純
丈
土
器
づ
く
り
教
室

―
ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
―

「
土
器

づ
く

り
を
通

し

て
紐
文
人

　

し
さ
を
実
感
。

そ
れ

で
も

ほ
と
ん
ど

の
生
活

に

つ
い
て
学

び
ま

せ
ん
か
」

　

の
人

が
無
事
完
成
し
、
自
宅

に
持
ち

と
、

十

一
月

一
日
と
十
五

日
、
町
ポ

　

帰
り
ま

し
た
。

―
川
史

跡
自
然
公
園

で
純
文

土
器

づ
　
　
　
今
か
ら
約

一
万
年
前

も
普

の
範
文

く
り
教
室

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
　

　

　

　

人

の
生
活

に
触

れ
た

二
日
間

で
し
た
。

小
学
生
高
学
年

か
ら

一
般

の
二
十

二
人

が
参
加
。
標
津
町
か
ら
発

堀
さ

れ
た
組
文
土
器
を

モ
デ

ル
に
野
焼
粘

上

で
型
ど

り
し
、

二
週
間
お

い
て
土

器
を
焼
き
完
成
。
参
加
し
た
中
学
生

は

「
組

の
模
様

入
れ
と
焼
き
加
減

が

難
し
か

っ
た
。
す
ぐ

に
ひ
び
が
入

っ

て
し
ま
う
」
と
、
土
器

づ
く
り

の
難

川北で空手大会
「エイッ./」「ヤァー ./」と、 気 合い も鋭 く11月 22日、夕!|

北体育館で第 9回 社団法人 日本空手協会標津支部川北大

会が開催 されました。一写真一

幼児から一般 までの約70人が参加。それぞれのクラス

に分かれ、型 と組手の部で競技が行われました。

参加 した選手の幼児 ・小学生は緊張 しなが らも館内に

響 きわたる元気な声を張 りあげ熟戦。 日頃の練習の成果
を十分発揮 しました。

体
園
の
お
知
ら
せ

ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
は
、
十

一
月
二
十
四
日
か
ら
冬
期
間
の
た

め
閉
園
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
平
成
五
年
四
月
二

十
九
日
よ
り
開
園
し
ま
す
。
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町に百万円寄付

川北任田益次郎さん
勲

青
七
桐

等

章

藤巻 昭一諏ω

この度、川北の任田益次郎 さん (8 7 )は、現在建

設中である川北地域交流センターの備品購入費と

して標津町に百万円を寄付 されました。あ りが と

うございました。

ン

昭
和
二
十
二
年
か
ら
六
十
年
ま
で

の
三
十
八
年
間
、
声
移
糠
郵
便
局
に

勤
務
。
郵
政
業
務
の
従
事
の
か
た
わ

ら
、
交
通
安
全
指
導
員
、
消
防
分
団

長
な
ど
を
長
年
務
め
た
藤
巻
昭

一
さ

ん
（古
多
様
在
住
）
が
、
こ
の
度
地
域

活
動
を
通
じ
た
郵
政
事
業
の
発
展
に

貢
献
し
た
功
績
で
勲
七
等
青
色
桐
葉

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

藤
巻
さ
ん
は

「感
激
ひ
と
し
お
で

す
。
こ
れ
も
地
域
の
方
々
の
あ
た
た

か
い
お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
地
域
の
た

め
に
尽
く
し
た
い
」
と
受
賞
の
弁
。

叙
勲
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
孔

コンサート

ジャズ・

ジ占イント

「SWiNG
lGH■Ｎ
Ｎ
　
と
今
後
に
意
欲
を
も
や
し
て
い
ま
し

た た

　

　

町

店

午
ギ

楽

愛

好

者

で
結

成

孔
　
し
て
い
る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「カ

鞠一　幕ロケ．布トェカ▼失．時真ャ摩代．

調
　
表
）
と
ジ
ャズ
の街
・根
室
の

数一　殻わつい・ン対ヤ「新・‐をいケ．

銅

　
ス
ト

ラ
」

の
ジ

ョ
イ

ン
ト

コ
ン

サ
ー
ト

・
「
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｎ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
」

が
十

一
月

二
十

一
日

町
農
村
環
境
改
善

セ

ン
タ
ー

で

行
わ
れ
ま
し
た
。

ジ

ャ
ズ
愛

好
者
や
音
楽
好
き

な
約

百
五
十
人

の
観
客

が
会
場

を

埋
め

つ
く
し
、
第

一
部

・
二

部

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
バ

ン
ド

の
演
奏
、
第

二
部

に
合
同
演
奏

を
行

っ
た
。

演
奏

が
始
ま

る
と
観
客

は

ス

テ
ー
ジ
に
く
ぎ

づ
け
。
力
強

い

ダ
イ
ナ

ミ

ッ
ク
な
見
事
な
演
奏

で
観
客
を
楽

し
ま

せ

て
く
れ
ま

し
た
。

カ

ム
イ

・
チ

ェ
ッ
プ

・
ジ

ャ

ズ

・
オ
ー

ケ
ス
ト

ラ

の
矢

吹
代
表

は

「
根
室

の
ビ

ッ
ク

バ

ン
ド
を
迎
え
、

高
度
な
演
奏
技
術
を
見

て
大
変
勉

強

に
な

っ
た
。
今
後
も

ジ

ャ
ズ

バ
ン
ド

仲

間
と
の
交
流
を
深

め
て
行
き
た

い
」

見
事
な
手
さ
ば
き

「
カ
ッ
ト
・
ア
ー
ト
選
手
権
」

釧
根
地
区
の
若
手
美
容
師
が
創
造

性
と
技
能
を
競
う

「カ
ッ
ト
・
ア
ー

ト
選
手
権
」
が
中
標
津
美
容
協
会
の

主
管
で
、
十
一
月
十
七
日
・
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。大

会
に
は
、
二
十

一
人
が
出
場
。

こ
の
内
標
津
町
か
ら
も
二
人
が
出
場

し
練
習
用
の
人
形
を
使
い
緊
張
の
な

か
四
十
分
以
内
の
時
間
制
限
で
そ
れ

ぞ
れ
の
カ
ッ
ト
に
挑
み
ま
し
た
。

中
標
津
協
会
と
し
て
は
管
内
で
初

め
て
の
大
会
で
あ
り
、
会
場
に
訪
れ

た
美
容
関
係
者
は
、
か
た
ず
を
の
ん

で
見
事
な
手
さ
ば
き
に
見
い
っ
て
い

ま
し
た
。

任日さん(右)から小田桐町長ヘ

含同演奏では観害を魅了した



鋼
く
ぞ

‐
‐２
月
４
日
～
１０
日
ま
で
は

「人
権
週
間
」
で
す
―

曽
さ
ん
が
衝
国
の
生
活
を
営
ん
で

い
＜
上
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
法
律

上
ど
の
よ
う
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い

た
め
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
は
、「夫

婦
親
子

≡
相
続

・
金
銭
貸
借

・
不
動

産

・
僧
地
倍
家

。
い
じ
め

・
体
罰

・

名
誉
信
用

・
差
別

・
公
害
」
等
の
間

題
、
そ
の
他
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

な
め
、
次
の
と
め
り

「特
設
人
権

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
４
年
核
月
側
日
内

午
前
砲
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
　
標
津
町
役
場
１
階
会
議
窒

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
＜
守

ら
れ
ま
す
的

冬
の
生
活
資
金
に
５
万
円
あ
費
じ

し
ま
す
。

▼
貸
付
の
条
件

●
申
込
み
は
、
佗
月
４
日
か
ら
２
用

２８
日
ま
で
。

●
無
利
子
で
５
府
円
ま
で
あ
貸
し
し

ま
す
パ
保
証
人
が
「
人
跡
要
で
す
じ

●
返
済
は
、
貸
付
用
の
翌
月
か
ら
４０

ヶ
月
間
で
す
。

▼
利
用
で
き
る
方

●
お
年
寄
り
の
世
帯
●
心
身
障
害
者

●
８
子
世
帯
●
難
病
憲
者
の
い
る
世

〕ロ
詳
し
＜
は
、
町
役
場
内

・
社
会
福

祉
協
議
会

（
ａ
２
‐
２
１
３
４
・内
線

１
３
フ
）
ま
で
。

今
年
も
い
よ
い
よ
積
雪
の
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。
町
で
は
、
ス
タ
ツ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
の
普
及
に
対
応
す
る
た

め

「よ
り
細
や
か
な
除
＝
．だ
・
の
実

施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
次
の
こ
と
に
つ
い
て
遵

守
さ
れ
、
除
排
雪
作
業
に
ご
協
力
願

い
ま
す
。

●
路
上
駐
車
の
禁
止

●
除
雪
車
が
作
業
を
終
了
し
た
躇
上

に
は
雪
を
出
さ
な
い
。

●
子
供
の
道
路
周
辺
で
の
ソ
リ
遊
び

な
ど
は
さ
せ
な
い
。

●
屋
根
の
雪
が
歩
道
上
に
自
然
落
下

す
る
恐
れ
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に

は
雪
止
め
な
ど
の
措
置
を
す
る
。

●
個
マ
で
重
機
な
ど
に
よ
る
除
雪
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
歩
道
や
車
道

に
山
積
み
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
。

（町
建
設
課
）

～
み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
～

歳
末
た
０
け
あ
い
運
動
が
１２
周
「

日
か
ら
全
国

一
斉
に
始
ま
り
ま
す
。

町
内
の
恵
ま
れ
な
い
方
マ
に
多
少

の
歳
末
見
舞
金
を
贈
り
、
町
民
そ
ろ

っ
て
楽
し
い
お
正
円
を
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
趣
旨
を
お
く
み
と

り
い
た
だ
き
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
協

対
鞘
一　

カ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村
一　

　

ま
た
、
特
に

「
大
□
篤
志
募
金
」
　

　

１２

の
名
目
で
囲
内
の
岳
事
業
主
の
方
マ

に
共
同
募
金
会
役
員
が
直
接
め
伺
い

し
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
の
で

そ
の
節
は
よ
ろ
し
＜
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

見
舞
金
に
つ
い
て
は
、
町
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
十
ゐ
検
討
さ
れ
各
対
象
音

へ
贈
ら
れ
ま
す
。

（北
海
道
共
同
募
金
会
標
津
町
の
会
）

〔町の年末・年始業務〕
★役      場

(12月30日御用納め、1月 6日 御用始め〉
12月31日から1月 5日 まで休みとなります。

休み中の急用については受け付けます。

☆町  立  病  院
年末は12月29日側まで。
12月30日から1月 5日 まで休診となります。

休日の急憲は受け付けます。

★標津町総合体育館
12月28日から1月 5日 まで体みます。

★標津町中央公民館
4 2月3 1日から 1月 5日 まで休みます。

★' 1 1 北公 民 館
12月31日から 1月 5日 まで休みます。

★ じ 尿 く み 取 り
12月30日から 1月 5日 まで休みます。

★ゴ  ミ  収  集
12月01日から 1月 5日 まで休みます。

「最低賃金を守りましよう」

北海道最低賃金
道内のあらゆる産業の事業場で働く常用、

臨時、パートワイマー、アルパイト等の全

ての労倒者|こ適用される北海道地域包括

最低賃金が次のとあり改正されました。

最低資金額 1日  1  4,334円
1時間(時間お"3)542円

効力発生年月日  平 成4年10月1日



―
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
―

年
賀
状
の
引
受
け
は
、
１２
月
悔
国

か
ら
始
め
ま
す
。
郵
便
同
で
は
大
量

の
年
賀
状
を
め
正
月
に
お
届
け
す
る

た
め
に
計
画
的

・
能
率
的
に
作
業
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
年
賀
状
を
差

し
出
さ
れ
る
の
が
違
＜
な
っ
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。
私
達
郵
便
周
職
員

は
１
通
で
も
多
く
の
年
賀
状
を
元
旦

に
配
達
で
き
る
よ
う
に

一
丸
と
な
っ

て
作
業
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

皆
様
も
年
賀
状
は
１２
月
２４
日
ま
で

に
お
出
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
よ
ろ
し
＜
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
ボ
ー
ナ
ス
は
郵
便
局
へ
～

年
末
は
各
地
で
悲
惨
な
文
喪
事
故

が
発
生
し
、
特
に
老
人
や
幼
い
子
供

の
犠
牲
が
目
立
っ
て
増
え
て
い
ま
乾

ち
よ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
が
、

大
惨
事
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今

一
度

ご
家
庭
で
の
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
コ
ン

□
な
ど
の
大
気
の
取
り
扱
い
に
は
、

十
の
注
意
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

消
防
署
、
各
消
防
団
で
は
各
地
区
で

歳
末
警
就
を
実
施
し
ま
す
。

ヤ
/

戸籍・登記手数料が次のとおり平成5年1月1日より改正されま
すのであ知らせします。

一登記手数料一覧表―

く法務電関係分〉

申  請  内  容 手 数 料 額

④登記簿の膳本・抄本、登記事項証明書 1通 800円

②商暑 ・末成年者 ・後見人 ・支配人登
記簿の膳本・抄本

1通 400円

③登記簿又|よその附属書類の関覧 憶薔甥400円

④登記事項要約喜 1登記記録400円

⑤地図又は建物所在図の全部又は一部
の写し 3罰 400円
◎地図叉|よ建物所在国の閲覧 4枚 400円

②登記事項|こ変更がないこと、ある事
項の登記がないことの証明

1件 4③①円

③印鑑の証明書 1件 4③O円

◎鉱害賠償登録簿の謄本・抄本 4通  80③ 円

①鉱害賠償登録簿叉|よその附属書類の
闘覧

1登録用紙
(割牛)400円

一法務省一

得 繁 堺 揮 呼
は
)▼

警
察
で
は
年
末

に
多
発
す
る
犯
罪

や
事
故
等
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め

特
別
警
就
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
曽
様
も

次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
犯
罪
防
止

お誕生おめでとう

め な ま え 住 所 保 護 者

よしひこ

畑  良 彦くん 】ヒサ||】ヒ 畑  安 夫

りな
高橋 李 奈ちやん 本  町 高橋 幸 英

かヴぶ
滝日 示B代ちやん 東茶志骨 滝日 監 康

お寵ぴ致します

め誕生日めめでとう欄に掲載もれがありました。

大変遅れましたが、今月号で次のとおり掲載し、

深<お 詫び申し上げます。

〔8月誕生)

め な ま え 住 所 保 護 者

畠薫 ちゃん 緑  町 固向 敏 明

に
ご
協
力
下
さ
い
。

●
金
融
機
関
か
ら
の
多
額
の
現
金
の

引
き
出
し
は
、
で
き
る
だ
け
２
人
以

上
で
行
う
。
●
人
込
み
で
は
ス
リ
に

注
意
を
。
●
長
期
間
留
守
に
す
る
時

は
戸
締
り
を
確
認
し
、
お
隣
に

一
声

か
け
て
。
●
凶
悪
事
件
の
多
く
は
盗

難
車
が
使
用
さ
れ
ま
す
。
車
か
ら
離

れ
る
時
は
「
キ
ー
抜
き
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
」。

一戸籍手数料一覧表―

く役場関係の〉

申 請 内 容 手 数 料 額

④戸籍の謄抄本 4通 400円

②除籍の膳抄本 1通 700円

③戸籍に記載した事項に関する証明
証明事項1件
300円

④除籍に記載した事項に関する証明
証明事項4件
400円

⑤届出・申請の受理叉|よ届書その他の
書類の記載事項の証明書

4通 300円

◎上質紙を用いた受理証明書
(婚姻 ・離婚 ・養子縁組 ・養子離縁
又は認知の届出)

4 通
1,300円

②届書その他の書類の闘覧
書類1件
300円

一町 ・戸籍1系一

おくやみ申し上げます

氏 名 住 所 年  齢

角谷 ミ ヱさん 漏ケ丘町 67歳

高橋 信 子さん 共 栄 町 68歳

百原 涼 雄さん 桜 本 的 57歳

中)軍 葉 子さん 共 栄 団 65厳
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成
人
病
予
防
の
た
め
の

③
Ｏ
⑤
Ｏ
①

緑
黄
色
野
菜
で
が
ん
予
防

緑
黄
色
野
菜
を
毎
食
き
ち
ん
と
食

べ
て
い
る
人
は
、
胃
が
ん
や
そ
の
他

の
が
ん
に
か
か
り
に
く
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

新
鮮
な
野
菜
に
多
く
合
ま
れ
て
い

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
緑
黄
色
野
菜
に
特

に
多
い
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
発
が
ん
抑
制

作
用
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
野
菜
は
特
に
緑
黄
色
野

菜
を
充
分
に
摂
取
す
る
こ
と
は
、
が

ん
の
予
防
に
役
立
つ
の
で
す
。

た
だ
し
、
果
物
類
は
ビ
タ
ミ
ン
も

あ
り
ま
す
が
、
糖
分
も
多
く
合
ま
れ

て
い
ま
す
。
摂
り
過
ぎ
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
よ
う
。

名与

ほうれん草は洗ってラップに包

み、 レ ンジで加熟 します。

(又はゆでます。)

l cm長さに切 ります。

かぼちゃはl cm厚さにうす切り

し、レンジで加熟します。

(又はゆでます。)
l cmの角切りにします。

④

うす切リハムはl cm角に切りま

す。

①

を 審ゼ
拶

ぐラ)
切った野菜、ハムを加えて混ぜ

ます。 フライパンにバター少量をとかし、直

径 7～ 8 cmくらいに丸く落として、両

面をこんがり焼きます。

|‖||||||||||||||||||||||||11111111111111111111111111111111111111111111111111111‖|||||||||||||||||||||||||||||||||||‖|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| ||| ||||||||||||||| ||||||||||||||||||||||||| |||||||||||||

D

ゴ
ひ
れ

だ

入

て

に

たヽ
　
。

ル

加

す

一

を

ま

ボ

う

ぜ

て

よ
混

つ
し

に

る

と
」

う

小

牛

ま

　

⑥

諮

果物の1日の目安量
(1日に80カロリーまで)

りんごな ら

中 1ヨ

〇果物は、ビタミンと共に糖分 もたっ
ぶ り含まれています。
果物の糖分は体内では砂糖 と同 じ働
きをして、肥満 ・糖尿病 ・高月旨血症
等の原因となります。
ビ`タミンの補結は野菜から、をbが
けましょう。

的

$000



み か

金田一(擢)さんちの美佳ちやんはセi0
桜本町 ①

●生まれた時の身長 ・体重は一
―。

身長/48!7cm  イ 本重/3,480g

●最近の身長 ・体重は
一一。

身長/703伽   体 重/87鮭

●どんな子に育つてほしいですか。
「思いやりがあつて、みんな|こ愛される子に育つ

てほしい」とおBさ ん。

美1圭ちやん|よ保育園に通つているお兄ちやんと、

とても伸がいいんです。いつも 2人 で遊んでは笑つ

たり泣しヽたり… ?の 衝日。

美佳ちやんの特技は、なんと
｀
歯磨き、。毎日きち

んとゴシゴシしてま～す。誰ですか磨いてない子は
一。美1圭ちやんを見習つたら…。しヽつまでもきれしヽ

な歯で元気に育つてネ。

運

動

療

法

運

動

で

増

え

る

″
善

玉

コ

レ

ス

テ

ロ
ー

ル
ク

血

管

壁

に

た

ま

っ
た

「
悪

玉

」

を

肝

臓

に
運

び
、

体

外

に
排

泄

す

る
善

玉

コ

レ

ス

テ

ロ
ー

ル
を

適

度

な

運

動

で
増

や

し

ま

し

ょ
う

。

ど

ん

な

内

容

の

運

動

が

い

い
か

運

動

と

い
え

ば

「
場

所

や

時

間

が

な

く

て

で
き

な

い

」。

と

思

っ
て

い
る

人

は

い
ま

せ

ん

か

。

あ

ま

り

難

し

く

考

え

る

と

長

続

き

し

ま

せ

ん

か

ら

で

▼
/

始
め

る
の

が
コ

ノ`

き

る

と

こ

ス

で
す
。

い
い
運
動
と
は
、
体
の
筋
肉
を
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
動
か
し
血
液
の
流
れ
を

良
く
す
る
運
動
。
い
い
な
た
れ
ば
酸

素
を
体
に
い
っ
ぱ
い
取
り
こ
む
運
動

と
な
り
ま
す
。
取
り
組
み
や
す
い
運

動
は
歩
行
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
な
わ

と
び
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
な
ど
で
す
。

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
選
び
ま
曳

運
動
の
強
さ
と
時
間
は

ど
の
く
ら
い
に
す
れ
ば
い
い
か

表
１
に
示
す
よ
う
に
５０
％
の
運
動

強
度
を
お
勧
め
し
ま
す
。
あ
る
運
動

を
し
て
み
て
、
１
分
聞
脈
拍
を
測
定

し
ま
す
。
４。
才
台
な
ら
‐２０
回
に
脈
が

上
っ
て
い
た
時
の
運
動
が
５０
％
運
動

強
度
と
な
り
ま
す
。

お
お
ま
か
な
目
安
と
し
て
は
、
フ

ー
フ
ー
、　
ハ
ァ
ー
ハ
ァ
ー
す
る

一
歩

手
前
の
運
動
が
ち
ょ
う
ど
良
い
運
動

の
強
度
で
す
。

表
２
に
示
し
た
の
は
運
動
時
間
で

す
。長

続
き
し
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い

の
で
、
家
族
み
ん
な
で
始
め
る
と
か

仲
間
を
つ
く

っ
て
始
め
て
み
る
と
か

楽
し
み
な
が
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

既
に
、
高
脂
血
症
の
み
な
ら
ず
合

併
症
を
併
発
し
て
い
る
方
は
、
医
師

や
保
健
婦
に
相
談
し
て
、
運
動
処
方

を
う
け
て
か
ら
始
め
て
下
さ
い
。

畠澤保健婦

く表1〉脈拍で知る年代別の運動強度

年齢層 40% 50ワ笞 60ワち 70% 80ワZ 運動強度

20イt

30代

40+t

50イt

60代

く表2〉健康づくりのための運動所要量

1 回    |     10分 以上

1 日    1     20分 以上

1週間   1     2回 以上

1週間の合計運動時間

20イt 30十七 40イモ 50代 60代

180分 170分 1 6 0分 1 5 0分 140分



○○
O

遠
藤

雅
博
さ
ん
（命
）

＝
本
材
運
送
業
＝

『人
と
し
て
…
』

先

日
の
日
曜

日
、

子
供

に

「
お
父

さ
ん
、
今

日
も
仕
事

に
行
く

の
？
」

と
言
わ
れ
、

ふ
と
気

が

つ
く
と

「
そ

う
だ
よ
な
あ
。
全
然
相

手
を
し

て
な

い
な
あ

／
」
と
思

い
、

そ

の
日
仕
事

を

し
な

が
ら
色

々
な
事

を
考
え
ま
し

た
。日

中

は
仕
事
、

ゴ

ル
フ
。
夜

は
付

き
合

い
と
大
好
倍
な

Ｔ
杯

飲

み
、
な

ど

に
追
わ
れ
、
家
庭
を
省

り
見
る
余

裕
な
ど
な

い
程
。

そ
う

そ
う
女
房

に

「私
の
家
は
母
子
家
庭
な
ん
で
す
」

と
言
わ
れ
る
始
末
。

（現
在
も
継
続

中
）そ
の
後
、
小
学
四
年
の
娘
と
ゆ
っ

く
り
話
す
機
会
が
あ
り
、
幼
い
な
が

ら
も
大
人
と
同
じ
様
な
悩
み
が
あ
る

よ
う
で
し
た
。

格
好
の
良
い
話
し
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
≡
嫌
な
事
を
さ
れ

た
か
ら
っ
て
、
同
じ
事
を
相
手
に
し

て
は
、
そ
の
人
と
同
じ
だ
）
人
間
な

ん
だ
よ
／
」、人
の
痛
み
の
分
か
る
人

間
に
な
り
な
さ
い
。

「自
分
の
事
を
分
か
っ
て
欲
し
け

れ
ば
相
手
の
事
も
理
解
し
な
け
れ
ば

ね
／
」
と
、
私
は
言
い
ま
し
た
。

気
恥
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

素
直
な
気
持
に
な
る
事
、
相
手
の
気

持
に
な
っ
て
考
え
ら
れ
る
事
、
私
は

人
間
関
係
の
中
で
、
と
て
も
大
切
な

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
色
々
な
団
体
が
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
行
っ
て
る
よ
う
で
す
が
、

一
人

一
人
の
気
持
が
同
じ
方
向
へ
と

向
か
っ
て
行
く
事
が
成
功
へ
と
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
か
ら
こ
そ
（
終
っ
た
あ
と
の
打

ち
上
げ
も
大
い
に
盛
り
上
が
る
の
で

は
…
…
。

今
で
は
幻
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
仲
間
数
人
で
作
っ
た

「あ
の

標
津
川
温
泉

（誰
が
名
付
け
た
か
は

定
か
で
は
な
い
と
の
時
の
事
は
、　
一

生
忘
れ
る
事
の
で
き
な
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

い
つ
の
頃
か
ら
か
利
用
者
が
増
え

誰
か
ら
と
も
な
く
浴
槽
を
洗
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
、
何
と
も
言
え
な

い
あ
た
た
か
い
気
持
に
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。　
■
　
，

今
の
時
代
は
考
え
ら
れ
な
い
事
件

が
数
多
く
報
道
さ
れ
て
ま
す
が
、
何

か
を
忘
れ
て
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

り
ま
せ
ん
。

思
い
や
り
の
気
持
を
持
っ
て
生
き

て
行
く
事
で
、
も
っ
と
ス
テ
キ
な
人

間
関
係
を
つ
く
っ
て
行
け
る
の
で
は

と
考
え
な
が
ら
、
今
日
も
家
族
九
人

で
…
…
。

米
次

の
「
ま

ち

の
声

」
は

、

遠

藤

さ

ん

が

選

ん

だ

本

町

の
澤

日
悟

さ

ん

で

●
聖
友
標
津
支
所

は
活
動

資
金
と
し

て
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ

●
斎
藤
稔
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や
め

て
町
社
会
福

祉
協
議
会

ヘ

●
高
橋
幸

正
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や

め

て
町
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

●
中
澤
健
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や
め

て
町
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

●
古
多
糠

老
人

ク

ラ
ブ
は
町
立
標
津

病
院

へ
雑
巾
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

●
尾
形
聴
さ
ん

（尾
岱
沼
）
は
町
立
標

津
病
院

ヘ
タ
オ

ル
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

●
龍
雲

寺
さ
ん
は
特
別
養
護
老
人
ホ

ナ
ト

ム

ヘ
ス
リ

ッ
パ
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

●
菊

地
勝
瑚
‘

れ
は
中
央

公
民
館
図

町内の交通事故

1 4月
( )内は累計

人身事故 4件( 1 1件)
負 傷 者 4人(14人)
死 亡 者 2人(5人)
物損事故 1 3件| , 峠)
死亡交通事敬ゼロの日

22日01印5日賄)

人回のうごき

平成4年11月1日現在
( )内は前鳥比

世帯数2,220世帯( 0)

人 口6 , 3 9 2 人( - 7 )

男 3 , 3 5 4 人( + 2 )

女 3 , 5 3 8 人( - 9 )

書
室
へ
図
書
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ｍ
§
０
国

▼
今
年
も
早
い
も
の
で
残
す
と
こ
ろ

一
ヶ
月
足
ら
ず
。
今
年
は
曽
さ
ん
良

い
年
で
し
た
か
？
わ
が
町
の
基
幹
産

業
の
漁
業
は
、
秋
鮭
の
不
振
、
帆
立

の
低
迷
。
震
業
ほ
輸
入
自
由
化
の
波

で
依
然
と
厳
し
い
状
況
。
正
に
こ
れ

だ
け
を
見
る
と
暗
い
一
年
で
あ
っ
た
。

▼
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
言
え
ば
サ
ー

モ
ン
科
学
館
が
大
人
気
。
オ
ー
プ
ン

以
来
二
十
万
人
を
突
破
。
テ
レ
ビ
放

映
な
ど
で
も
引
っ
張
リ
サ
ケ
？

（ワ

コ
ヽ
▼
来
年
ほ
二
十

一
世
紀
に
向
け

た
プ
ロ
ジ
ェ
ワ
ト
事
業
が
着
マ
と
進

む
。
活
気
と
潤
い
の
あ
る
〃ま
ち
〃と

し
て
。
曽
さ
ん
少
し
早
い
で
す
が
良

い
お
年
を
―
。
　
　
　
（ひ
ろ
し
）
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